
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校 名 関市立武儀中学校 

実 施 期 間       平成２６年１０月２日（木）～１１月３日（月） 

実 施 概 要       
教育活動の公開と地域・保護者との連携 
授業参観・保護者と共に調理実習・合唱祭 

実 施 内 容 

学習・取組の分野 
  □自然   レ歴史   レ文化   レ産業   レその他 

公開の方法 

  レ授業公開 レ成果発表 レ交流活動 □講演会等 

  レ地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者        約 ５５   人 

 計       約 １００     人 
地域関係者   約 ４５   人 

実 施 状 況       

１ 授業公開、交流活動の実施 

 (1)小中ふれあい活動 

○平成２６年１０月２日（木） 

○内容  武儀東、西小三校合同での地域清掃活動 

(2)親子ふれあい活動 

○平成２６年１０月４日（土） 

○内容  授業公開 ・調理活動と会食 

○地域の人材を活用して調理指導を受け、親子で調理会食し、ふれ合いを深める。 

 (3)２年生職場体験学習 

○平成２６年１０月２３日（木）・２４日（金） 

  ○内容  武儀地域の事業所での職場体験学習 

(4)１年生武儀の昔話紙芝居づくり取材開始 

○平成２６年１０月２４日（金） 

○内容  武儀の昔話編纂にかかわった方の案内で現地取材 

２武儀中合唱祭の実施と地域行事への参加 

  ○平成２６年１１月３日（土） 

○内容  武儀中合唱祭の公開  合唱への取組発表  全校、学級での合唱   

武儀地区文化祭へ参加（全校合唱・菊展示）し、地域との連携を深める。  

成果及び課題 

○中学生が小学生をリードして行う奉仕活動は、地域への感謝を一生懸命活動する姿で現

すことができ、ふるさとを大切にする意識づくりにつながると地域の方に受け止めてい

ただいている。 

○職場体験学習では、全て武儀地域内の15事業所から快く受け入れをしていただける。生

徒にとって、将来の職業観を耕すだけでなく、地域に支えられていることを知る機会に

なっている。 

○親子ふれあい活動では、ほぼ100％の家庭の保護者が参加できる伝統行事となっており、

「思春期の子どもにとって、他の家庭と一緒に、親子で調理し、会食することは、抵抗

もあろうが、実施できることに価値がある。」等の感想を毎年いただいている。 

○中学生の地域活性化への提言が地域委員会で支援され紙芝居化に着手している。公演や

借用依頼を受けるにいたっている。 

○合唱祭後、「質の高い合唱が聴け、大変感動した。」という感想が多数届いた。地域の

方、保護者、職員、生徒で会場一体となって「ふるさと」を合唱する演出を本年度から

開始し好評を得た。 

 
 


